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巻頭言巻頭言 Message

省力化技術で支える省力化技術で支える

中山間地域農業の持続的発展中山間地域農業の持続的発展

西日本農業研究センター所長

橘　雅明 (たちばな　まさあき )

　農研機構では、令和 8 年 4 月より第 6 期中長

期目標期間が始まりました。西日本農業研究セ

ンター（以下「西農研」という）では、食料安

全保障と食料自給力の向上、農産物・食品・開

発技術の輸出拡大と新産業の創出、事業性確保

と環境保全の両立に向けて、AI  ・ロボティク

ス等、先端技術を活用するとともに、行政機関、

地方自治体、公設試験場、普及組織、農業関係

団体等との連携を強化し、近畿・中国・四国地

域における技術開発の核として、研究に取り組

みます。

　近畿・中国・四国地域では中山間地が多く、

人口減少や高齢化の進行により、農業の担い手

不足が一層深刻化しています。加えて、地形や

気象条件が多様であることから、一律的な生産

方式の拡大には限界があり、それぞれの立地条

件 に 応 じ た き め 細 か な 対 応 が 求 め ら れ て い ま

す。このような地域特性を踏まえた上で、作物

生育や家畜飼養、ほ場管理作業の進捗等を的確

に把握・予測し、作業を最適化する省力化技術

の開発が喫緊の課題です。また、中小規模の園

芸施設においては、食料安全保障の確保と温室

効果ガス排出削減を両立させるため、燃油削減

と省力的で安定した生産を可能とする技術への

期待が高まっています。

　こうした課題に応えるため、西農研では三つ

の柱を掲げて技術開発と社会実装に取り組みま

す。

 第一に、土地利用型作物については、中小区画・

多筆ほ場における生産の省力化を目指し、湿害

リスクマップ等のサイバー空間情報を活用した

土地利用計画立案手法の構築、水田用自動抑草

ロボット「アイガモロボ ®」等を活用した水田

除草技術、さらに雑草・病害虫の防除適期提示

とその効果を可視化する技術を開発します。

　第二に、中山間地域の畜産分野では、省力化

と持続可能性の両立を図るため、スマート放牧

技術の高度化に取り組むとともに、国産飼料の

多給を可能とすることを目標に、ビタミン A 制

限を緩和した飼養法の開発を進め、高品質な枝

肉生産を可能とする技術の向上を目指します。

あわせて、技術適用研究としてスマート放牧技

術の標準作業手順書（SO P）を整備し、荒廃農

地整備技術やリモートでの牛看視技術などの要

素技術を体系的に整理します。これらの取り組

みを通じ、多様な環境条件や現場ニーズに応じ

て最適な要素技術を組み合わせたスマート放牧

技術を現地へ提案し、普及を進めていきます。

　第三に、中小規模施設園芸においては、NN ハ

ウス（高強度な建設足場資材利用片屋根ハウス

連棟タイプ）等を活用した省エネルギー・省力

化と高収益生産の実現に向け、植物生体情報の

自動計測・予測技術を開発するとともに、それ

らの情報と農業気象予測データを連携・活用し

たスマート AI による施設内環境制御技術の確

立を目指します。

　これら一連の研究成果を社会実装へとつなげ

ることで、基幹的農業従事者の減少により予測

される中山間地域における農用地の減少を抑制

するとともに、放牧繁殖雌牛の増頭や、施設園

芸における暖房用燃料費の削減など、地域農業

の持続的発展に貢献していきたいと考えていま

す。近畿・中国・四国地域をはじめ、全国の関

係機関の皆様におかれましては、開発技術の普

及・展開に際し、引き続き連携とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。
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組 織 図

理事長　　監事

副理事長・理事

本部（管理本部含む）

　　・北海道農業研究センター

　　・東北農業研究センター

　　・中日本農業研究センター

　　・西日本農業研究センター西日本農業研究センター

　　・九州沖縄農業研究センター

　　・農村工学研究部門

　　・農業機械研究部門

　　・作物研究部門

　　・畜産研究部門

　　・食品研究部門

　　・果樹茶業研究部門

　　・野菜花き研究部門

　　・生物機能利用研究部門

　　・農業環境研究部門

　　・植物防疫研究部門

　　・動物衛生研究部門

　　・農業情報研究センター

　　・農業ロボティクス研究センター

　　・遺伝資源研究センター

　　・高度分析研究センター

種苗管理センター

生物系特定産業技術研究支援センター

第６期中長期目標期間第６期中長期目標期間
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西日本農業研究センターの組織西日本農業研究センターの組織

所長所長

　研究推進部研究推進部

　　事業化推進室

　　研究推進室

　　技術適用研究チーム（大田・福山研究拠点）

　　技術支援室（福山・善通寺・大田）

　中山間水田利用研究領域（福山研究拠点）中山間水田利用研究領域（福山研究拠点）

　　栽培・機械作業グループ

　　土壌環境グループ

　　経営計画グループ

　　防除グループ

　　農地環境グループ

　　麦育種グループ

　中山間放牧研究領域（大田研究拠点）中山間放牧研究領域（大田研究拠点）

　　草地利用グループ

　　和牛飼養グループ

　中山間畑作園芸研究領域（善通寺研究拠点）中山間畑作園芸研究領域（善通寺研究拠点）

　　施設園芸グループ

　　園芸作栽培グループ

　　大豆育種グループ

　農研機構は、食料安全保障の確保と食料自給力の向上、農産物・食品・技術の輸出拡大や新産業の創出を

見据え、事業性と環境保全の両立に向けた研究に取り組んでいます。

　西日本農業研究センターは、近畿・中国・四国地域における技術開発の中核として、AI・ロボティクスな

どの先端技術を活用したスマート生産システムを構築します。そして、国や地方の行政機関、公設試験場、

普及組織、農業関係団体などとの連携を強化し、主に中山間地域農業の持続的発展に貢献します。

中山間地域における
スマート⽣産システムの構築による労働生産性の向上

　第 6期中長期目標期間は、以下の組織体制で研究を推進します。

（2026～2032年度）（2026～2032年度）の研究課題・組織図の研究課題・組織図



4 2026　7 月号

クローズアップクローズアップFocus

中山間水田利用研究領域中山間水田利用研究領域

労働生産性向上に向けた労働生産性向上に向けた

中山間水田利用研究領域の取り組み中山間水田利用研究領域の取り組み

中山間水田利用研究領域長

奥野　林太郎 (おくの　りんたろう )

　中山間水田利用研究領域は、福山研究拠点（広

島県福山市）に所在し、経営、栽培、機械、土壌、

病虫害、育種などの複数分野が連携して、中山間

地域の水稲、麦、大豆などの土地利用型作物の生

産技術の高度化に取り組みます。

　近年、農業生産者の減少と高齢化が進行してお

り、とりわけ中山間地域の小区画ほ場が分散して

いる地域では作業の効率化や担い手の確保が困難

になっています。一方で、中山間地域は全国の農

地の約 4 割を占めており、その生産の維持は食料

安全保障の観点からも重要です。このため、本研

究領域では、生産者の減少下での生産確保を目指

し、令和 8 年度からの中長期計画において「労働

生産性の向上」を目標として、主に三つの方向か

ら研究を進めます。

　第一に、地理的条件を活かした効率化です。中

山間地域は地形やほ場条件が多様であるため、そ

れらを類型化し、ほ場ごとの特性に応じた土地利

用や作付計画の最適化を支援する技術を開発しま

す。これにより、不要な作業を削減しつつ生産性

を向上させ、経営全体の効率化につなげます。ま

た、作業受委託などを担う農業支援サービスの中

山間地域での成立・拡大に向けた方策についても

研究を進めます。

　第二に、管理作業の効率化です。病害虫や雑草

による被害は収量に大きく影響しますが、限られ

た人員や機械装備で防除を行うため、作業の要否

や作業時期の判断が重要になります。ここでは、

病虫害、雑草害の防除技術の高度化に加え、発生

害虫の計測や、病害を予測し「見える化」する技

術の開発により、防除作業計画における意思決定

を支援します。 

 第三に、省力・多収化技術の開発です。中山間

地域の中小区画・多筆ほ場に適した小型電動自律

作業機の開発を進め、ほ場間の移動が容易で、経

験の少ない作業者でも扱いやすい機械作業の構築

を目指します。これらは雇用労働者を有する生産

法人や農業支援サービスでの活用も想定されます。

さらに、水稲の有機栽培や大豆の一般栽培での安

定多収技術、麦の複合抵抗性を持つ高収量品種の

開発などに取り組み、生産性向上と地域資源の有

効活用を図ります。

　当研究領域では、中山間地域における土地利用

型農業について、現場の制約を踏まえながら、省

力・省人化や多収化の技術に加え、営農における

意思決定支援技術を組み合わせることで、生産者

減少に対応した生産技術の確立を目指しています。

一方で、農業生産における人の役割は今後も不可

欠です。地域に人が定住し、生活しながら農業に

関わることができる環境を維持することが、中山

間地域における持続的な農業生産には重要と考え

ます。農業生産環境を維持するための畦畔（けい

はん）の管理も、景観や安全面において地域で暮

らす人々の生活環境を守ることにつながる重要な

課題と言えます。また、農業支援サービスは地域

の人々が農業に関わる手段の一つであり、中山間

地域の農業の将来像に必要なものと捉えて研究に

取り組んでいます。
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▲写真　トラクタ装着型フレールモアを活用した荒廃農用

地の整備（三瓶小屋原地区）

中山間放牧研究領域中山間放牧研究領域

スマート放牧技術の開発と展開スマート放牧技術の開発と展開

中山間放牧研究領域長

渡邊　也恭 (わたなべ なりやす )

　中山間放牧研究領域は、西日本農業研究センター大田研

究拠点（島根県大田市）に配置された、畜産分野の研究者

10名からなる研究領域です。中山間地域は、起伏や傾斜が

多く、小規模な山地が点在する地形的特性から、農業の大

規模化が難しく、一部では農用地の利用放棄や荒廃が進ん

でいます。こうした地域条件を踏まえ、当領域では、放牧

飼養技術の開発を進めるとともに、地域で生産される牧草

や飼料作物を活用した和牛飼養技術の開発に取り組んでい

ます。

　スマート放牧技術は、ICT機器や機械化技術を活用して

放牧管理の効率化を図るものであり、第5期中長期目標期

間（2021年度から2025年度）において大きく発展しまし

た。当領域では、荒廃農用地の利活用と放牧管理の省力化

を図るため、フレールモアを用いた農用地整備技術とGPS

首輪を用いた放牧牛の位置看視システムの開発に取り組み

ました。これらの技術を島根県三瓶山麓の共同牧野を利用

する畜産農家で実証した結果、放牧地面積は約2倍（64ha）、

放牧頭数は約1.8倍（53頭）に拡大し、看視システムの導

入により、管理者を増員することなく2名での管理が可能

であることを確認しました。開発したスマート放牧技術は、

実演会などの普及活動を通じて、山陰地域を中心に広がり、

現在では導入面積が約150haに達しています。

　第6期中長期目標期間（2026年度から2032年度）では、

第5期で得られた成果を基盤としてスマート放牧技術をさ

らに発展させ、放牧管理に要する労働生産性を50％向上さ

せることを目標としています。具体的には、これまで現地

での確認が必要であった電気牧柵の電圧や水飲み場の水量

などの施設状況について、複数のセンサにより把握し、放

牧牛の位置や健康状態とあわせてスマートフォン等から遠

隔で一体的に監視できる統合システムの開発を進めます。

　さらに、第5期までに開発してきた技術の普及に向けて、

技術適用研究チームを中心に標準作業手順書（SOP）の整

備を進めるとともに、スマート放牧技術の導入面積のさら

なる拡大を図ります。これらの取り組みにより中山間地域

における放牧を核とした持続的な和牛生産体系の構築を目

指します。

▲写真　GPS 首輪からの位置情報により、三瓶西の原牧区の

森林内の放牧牛の位置を特定（写真提供：柿原 秀俊）
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中山間畑作園芸研究領域長

曽根　一純 (そね かずよし )

　近年、施設園芸では、燃油価格の高騰や温室効果ガス削減

への対応が大きな課題となっています。政府の方針としても、

2050年までに施設園芸分野で化石燃料に頼らない生産体系

への転換が目標として掲げられています。さらに、気候変動

の影響により、様々な農作物において、高温による品質低下

や花芽分化の遅延に伴う収量の不安定化、さらには病害虫被

害の増加など、生産現場を取り巻く環境は一層の厳しさを増

してきています。

　中山間畑作園芸研究領域では、こうした課題に対応するた

め、中小規模の施設でも導入しやすい省エネ・省力化技術の

開発に取り組んできました。具体的には、耐候性が高く、換

気性能に優れたNNハウスや保温資材の活用による暖房負荷

を低減する技術を開発するとともに、燃油使用量の削減効果

を可視化する暖房試算ツールの整備を行ってきました。

　加えて、イチゴにおいて植物の状態にあわせた新たな環境

制御として、飽差（空気の乾き具合）を指標に湿度を自動制

御する「スマート飽差制御技術」を開発しました。本技術に

より、植物の水ストレスを抑えて光合成を促進することで増

収させて、所得向上につながることを確認しています。現在、

香川県内に普及している環境制御システム｢らくちんシステ

ム｣への実装を進め、現地での実証を行っています。

　あわせて、大豆では、極多収品種「そらたかく」をはじめ

とする実需者ニーズに対応した3品種を育成し、そのうち2

品種は奨励品種、産地指定銘柄に採用されており、食料安全

保障の強化に貢献してきました。

　第6期中長期目標期間では、これらの成果を発展させ、イ

チゴをモデル植物として画像から生育状態を見える化し、生

育予測や最適な栽培管理に活かすとともに、気象予測データ

と組み合わせてハウスの内張

り資材などを自動制御する「ス

マートAI施設内環境制御技術」

の開発を進めます。これによ

り、生産の安定化と燃油使用

量の大幅な削減を目指します。

さらに、大豆については、「そ

らたかく」より10％以上多収

で、広域普及性を有した中粒

品種の開発を進めます。

　加えて、生産者や自治体、

民間企業と連携しながら、こ

れらの技術を現場で使いやす

い形に仕上げ社会実装を進め

ることで、中山間地域におけ

る持続可能な施設園芸の実現

と食料安全保障の強化に貢献

していきます。

  

中山間畑作園芸研究領域中山間畑作園芸研究領域

スマート AI 施設内環境制御と多収スマート AI 施設内環境制御と多収

大豆で、中山間から食料安全保障を大豆で、中山間から食料安全保障を

技術で解決技術で解決
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　有機農業において、天敵温存植物 ( 土着天敵が集ま

りやすく、増えやすい環境をつくる植物 ) による土着

天敵 ( 地域にもともと生息し、害虫を食べたり寄生し

たりして害虫を減らす生物 ) の保護・強化は害虫密度

抑制に有効です。しかし、天敵温存植物には主に外来

植物が利用されており、これをそのまま用いると、そ

の地域本来の植物の生物多様性をかく乱してしまうお

それがあります。このため、害虫密度抑制と生物多様

性保全を両立する安全な代替案として在来植物の活用

が提案されています。

現在の保全生物的害虫防除の状況現在の保全生物的害虫防除の状況

環境 DNA で「土着天敵」を見える化環境 DNA で「土着天敵」を見える化
―節足動物相の簡易・網羅的検出法――節足動物相の簡易・網羅的検出法―

中山間水田利用研究領域

WARI David( わり でゔ

　天敵温存植物の候補を探索する際には、調査対象と

なる在来植物を生息場所にする土着天敵の種構成を明

らかにする必要があります。しかし、従来のたたき落

とし法（植物の枝をたたき、寄生する昆虫などを払い

落として採集する方法）では、微小な種や夜行性の種

を取り逃すことがあります。そこで、直接生物を捕獲

しなくても、植物上に残存する微量な DNA（環境 DNA）

から、その植物を生息場所にしている土着天敵を含む

節足動物相を簡易かつ網羅的に判別する節足動物環境

DNA メタバーコーディング法（以下、環境 DNA 法）を開

発しました（図１）。

天敵温存植物に集まる節足動物相の天敵温存植物に集まる節足動物相の

新たな判別法新たな判別法

環境 DNA で「土着天敵」を見える化環境 DNA で「土着天敵」を見える化

　従来法で天敵温存植物として有望であることが明ら

かになっている在来植物（オオイヌタデおよびオミナ

エシの花）に残存する環境 DNA を抽出し、解析するこ

とで、天敵温存植物を生息場所にしている土着天敵を

種単位で明らかにしました（表１）。

今後の展望今後の展望

　有機農業における土着天敵を温存する可能性のある

在来植物の探索・選抜や、農作物や天敵温存植物に発

生する天敵や害虫の調査に、この環境 DNA 法を利用し

たいと考えています。

▲図 1　節足動物環境 DNA メタバーコーディング法

▲表 1　環境 DNA 法で解析した土着天敵の構成

研究者情報は
こちらから▼

関連情報（論文）は
こちらから▼

ぃど）

https://researchmap.jp/daves_apples
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S221501612500175X?via%3Dihub
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　和牛を肥育するエサとなるトウモロコシなどの穀物は輸入

割合が約90％と海外に大きく依存し、和牛肥育の飼料自給

率は約20％です。また、農業全体で遊休農地の増加が問題

となっています。遊休農地を牛の放牧、またはイネ発酵粗飼

料（イネWCS）などのエサの生産に利用し、それらの近場で

利用、入手できるエサを和牛肥育に活用すれば、飼料自給率

の向上、遊休農地の解消への対策に繋がります。
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和牛生産に関わる問題と対策和牛生産に関わる問題と対策

近場で利用、入手できるエサ（地域資源）近場で利用、入手できるエサ（地域資源）
で和牛を肥育する技術で和牛を肥育する技術

中山間放牧研究領域

山口　学 (やまぐち　まなぶ）

和牛生産の現状和牛生産の現状

放牧育成－イネ WCS 多給肥育体系放牧育成－イネ WCS 多給肥育体系
の開発の開発

おわりにおわりに

可能性があります。そこで、放牧地で生まれた子牛を13ヵ

月齢まで周年放牧で育成し、さらにイネWCSの給与割合を

高めた飼料設計による肥育試験を行いました（図）。必要な

栄養分の30％をイネWCSで供給できたことから、飼料自給

率は約2倍の44％に高めることができました。出荷時の平

均体重が918kgになるまで発育し、標準的な発育とされる

790kgを大きく上回りました。肉質はA-5の割合が66.7％

と全国的な割合と同等の結果が得られました（写真の肥育牛

の出荷時体重は950kg、枝肉評価はA-5）。

　今後は、イネWCS給与量を増やす、またはイネWCS以外

の近場で利用、入手できるエサを活用するなど、飼料自給率

を高めつつ、高品質な牛肉生産が可能な肥育プログラムの検

証を行っていきたいと考えています。

▲▲写真写真　出荷時の肥育牛と枝肉の断面

　一般的な和牛の肥育では、和牛の特徴である「霜降り」を

高めるために血液中のビタミンA濃度を低くコントロールす

ることが必須とされています。そのため、体内でビタミンA

に変換されるβカロテンを多く含む放牧地の牧草やイネWCS

は和牛肥育での利用は不向きとされてきました。一方、和牛

の肉質を高めるための遺伝的な改良が進められ、近年、和牛

の肉質は著しく向上し、最高ランクとされるA-5の割合が

60％を超えるようになっています。

　遺伝的改良が進んだのであれば、必須とされてきたビタ

ミンAのコントロールを行わなくても高い肉質が得られる

▲▲図図　放牧育成 ー イネWCS多給肥育体系

放牧地分娩

7～9ヵ月齢まで親子放牧
上：離乳直前の親子（子牛7ヵ月齢）
下：子牛への乾草、補助飼料給与

13ヵ月齢まで放牧育成
上：放牧草の採食
下：放牧地で配合飼料給与

放牧終了
（肥育開始）

13ヵ月齢～

イネWCSを基軸とした
肥育試験

離 乳

研究者情報は
こちらから▼

関連情報は
こちらから▼

https://www.jstage.jst.go.jp/article/naroj/2026/24/2026_83/_pdf/-char/ja
https://researchmap.jp/yamaguchim0719
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乾燥がイチゴ生産の課題乾燥がイチゴ生産の課題

　日本産のイチゴは、品質の高さから国内のみならず海外からも高

い評価を受けており、今後さらなる生産拡大を期待されています。

一方で、生産者の高齢化などを背景に栽培面積は減少傾向にあり、

限られた面積で効率的に収量を向上させる技術の開発が求められて

います。こうした中、ハウス内の環境を適切に管理する環境制御技

術はイチゴの安定生産を支えるうえで非常に重要です。その制御要

因のうち、湿度環境が近年注目されています（図1）。

　イチゴは乾燥に弱い野菜です。ハウス内の乾燥指標である飽差（値

が大きいほど乾燥していることを意味する）が増大すると蒸散が高

まり、葉から失われる水分の量が増加し、この状態を乾燥ストレス

が強い状態と言います。乾燥ストレスが強まると、植物は過剰な蒸

散を防ぐために気孔を閉じます。気孔が閉じると、光合成に必要な

二酸化炭素（CO2）を取り込みにくくなり、結果として光合成量が低

下し、収量低下につながります。そのため、ハウス内を適切に加湿し、

乾燥ストレスを緩和することが収量の向上や安定化につながると考

えました。

国内のイチゴ生産の現状国内のイチゴ生産の現状 AI を活用した加湿制御の効果AI を活用した加湿制御の効果

　連続的に計測したイチゴの乾燥ストレス状態のデータと、これに

対応する飽差のデータを照らし合わせて解析しました。この時、飽

差の変化速度（値が大きいほど乾燥が急激に進んでいることを意味

する）を解析データに取り入れたことが本研究のポイントです。こ

れにより、ハウス内の環境条件からイチゴの乾燥ストレスが強いか、

強くないかを予測するAI（人工知能）モデルを構築できました。

　開発したAIモデルを用いて、乾燥ストレスが強くなる環境であ

ると推定された場合にハウス内の加湿装置を自動的に作動させる

「AI加湿制御コントローラー」を試作しました（図2）。

AI で最適化！イチゴの加湿制御技術の開発AI で最適化！イチゴの加湿制御技術の開発
― 乾燥ストレスを予測し、安定生産を支援 ―
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中山間畑作園芸研究領域

山中　良祐 (やまなか　りょうすけ）

AI で乾燥ストレスを予測AI で乾燥ストレスを予測

▲図2 試作版AI加湿制御コントローラー
（農研機構SOPより引用）

　この仕組みにより、高湿度環境で発生しやすい灰色かび病などの

病害リスクが高まる過剰な加湿を防ぎながら、植物の状態に応じた

適切な加湿が行われ、乾燥ストレスの緩和に役立ちます。実際の栽

培試験において、本技術の導入により生育が促進し収量の向上が確

認されました（図3）。

低湿度（乾燥） 最適な湿度 高湿度（湿潤）

①蒸散過多
→根からの吸水が追い付かず
植物体中の水分量が不足
乾燥ストレス強

②気孔閉鎖
→CO2 を吸収できず
光合成 ・生育低下

①蒸散が適切
→植物体中の水分量を維持
適切な乾燥ストレス

②気孔が開いたまま
→CO2 を吸収して
光合成 ・生育促進

・果実が軟化して
輸送性低下
・病害増加による
収量低下

灰色かび病に
感染した果実

▲▲図 1　湿度条件別のイチゴの生育（農研機構SOPより引用）
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▲図 3　AI 加湿による増収効果（品種「恋みのり」）
（エラーバーは標準誤差を示す（n=36-39）

（農研機構 SOP より引用、一部改変）

今後の展望今後の展望

　今後、まずは本技術をイチゴの生産現場に普及させて、国内のイ

チゴ生産を盛り上げていきます。さらに、乾燥ストレスが課題となっ

ている他の作物にも展開し、より多くの生産現場で活用される技術

としての発展を目指します。

研究者情報は
こちらから▼

関連情報は
こちらから▼

https://researchmap.jp/_affrc
https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/files/20260119press_warcRe.pdf
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天職に出会えたこと天職に出会えたこと

好きと得意を仕事にする好きと得意を仕事にする

研究推進部技術支援室西日本第１業務科福山技術チーム

 西川　允雲 (にしかわ　みつも）

　母方の祖父の手慣れた農作業に憧れ、物心がつい

た頃には畑仕事や山仕事が大好きでした。小学生の

頃は、平日は友達と遊び、休日は父と畑や山に足を

運ぶ生活が当たり前となっていました。畑では野菜

や大豆の栽培、山では杉や桧の枝打ち、間伐、下草

刈りをすることが私にとって何よりの楽しみでした。

　こうした経験を通じて、道具や機械の使い方、手

入れの方法を自然に身につけていきました。また、

現場における危険への意識や安全確保の重要性も体

で学んできました。

　農研機構における研究支援の仕事は、まさにこれ

まで培ってきた「好き」と「得意」を生かすことが

できる職務であると感じています。

研究者を支えるという役割研究者を支えるという役割

　大学は農学部に進学することを心に決めていまし

た。一時は自身が研究者になることを志していまし

たが、思い通りにいかない経験や困難に直面する中

で、自分がより力を発揮できる役割について考える

ようになりました。

　そうした中で出会ったのが、現在の研究支援の仕

事です。自らが研究を担う立場ではありませんが、

自身の知識や技術が試験研究に役立っていることに

大きなやりがいと誇りを感じています。研究者を支

えることは、かつての自分の夢を別の形で実現する

ことでもあると考え、その思いを胸に日々の業務に

向き合っています。

　かつては職場で最も若手の立場でしたが、現在は

後輩を指導する機会も増えてきました。作業内容を

教えるだけでなく、その意味や前後の作業とのつな

がり、さらには研究の成果がどのように活用される

のかといった「全体像」を意識して伝えるよう心掛

けています。

　人に教えることを通じて、自分自身の理解も深ま

り、成長につながっていることを日々実感していま

す。今後も、これまで培ってきた経験を次の世代へ

と伝えながら、研究を支える役割を果たしていきた

いと考えています。

次の世代へつなぐ次の世代へつなぐ

上司からのメッセージ

　明るく親しみやすい人柄で、周囲との関係づくり

も上手く、当科にとって大切な存在です。自身の役

割をしっかりと理解したうえで、研究を支えること

にやりがいと誇りを持って取り組んでいる様子がう

かがえます。後輩指導では、「同期でナンバーワン

の科員に育てる」という思いを胸に、寄り添いなが

ら育成に励んでいます。その姿は周囲にも良い影響

を与えており、今後の歩みがとても楽しみです。

研究推進部　技術支援室　西日本第 1 業務科長

落合　寿成

◀水田用除草機
による除草作業
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施設園芸グループの研究紹介施設園芸グループの研究紹介

　当グループは、農業環境工学、農業気象、園芸を専門とす

る研究者４名で構成されています。グループ名に掲げる「施

設園芸」とは、温室内の温度・湿度・CO2濃度などを制御し

ながら野菜や花きを栽培する生産方式を指します。本方式は

天候の影響を受けにくく、安定した生産が可能である一方、

暖房などを化石燃料に依存している側面があります。日本で

は2050年までのカーボンニュートラル達成が掲げられてお

り、また、原油価格の高騰や担い手不足の深刻化といった社

会的背景を受け、省エネルギーかつ省力的な技術開発が求め

られています。

　作物のモニタリングにおいては、葉面積を高精度に推定す

る技術の開発に取り組んでいます。葉面積は作物の光合成能

力を反映する重要な指標であり、その大小は光合成産物の生

産量を左右し、果実の肥大や収量に直接的な影響を及ぼしま

す。イチゴのように、着果負担（開花や果実の形成・肥大に

伴うエネルギー消費）と光合成量とのバランスが崩れやすい

作物では、果実肥大の停滞や収量の不安定化が生じやすくな

ります。このため、葉面積を正確に把握し、作物全体の光合

成能力を適切に評価することは、着果管理の最適化や安定的

な収量確保において重要です。しかし、光合成量を把握する

ために葉面積を直接計測することは生産者にとって容易では

ありません。そこで、スマートフォン等を用いて省力的に葉

面積を推定する技術の開発を進めています（図２）。

はじめにはじめに

研究内容の紹介研究内容の紹介

　これらの問題に対応するために、当グループでは温室内の環

境制御や作物モニタリングに関する研究に取り組んでいます。

 環境制御では、気象予報値を活用して未来の温室内環境を

予測しながら内張（温室内側の保温用カーテン）の開閉作業

等を自動化することで、省エネルギー・省力化を実現する高

度な環境制御技術の開発を進めています。1kmメッシュの気

象予報値を活用することで、より高精度で局所的な予測制御

が可能になります。また、内張資材等の種類や暖房設定温度

の違いによる燃油消費量削減効果を「見える化」することで、

エネルギー利用の効率化や暖房用燃油使用量削減、温室効果

ガス排出削減に資する施設園芸管理技術の体系化を目指して

います。これまでに開発した温室の暖房用燃油使用量を試算

するツール（通称、暖房試算API）は、1kmメッシュ農業気

象データシステムを使用しており、実際の温室における暖房

用燃油使用量の変動傾向を良好に再現することを確認してい

ます（図1）。現在は、研究機関、普及指導機関、行政、生産者、

民間企業等への普及を進めています。

中山間畑作園芸研究領域　施設園芸グループ

グループ長　松田　周 (まつだ　しゅう）

<メンバー >畔栁 武司、竹内 真里、RUI QIUZHI

おわりにおわりに

　前述のとおり、施設園芸を取り巻く環境は厳しさを増して

おり、これらに対応可能な新たな技術の確立が求められてい

ます。本稿で紹介した研究の大半はまだ開発段階にあります

が、今後、現場での実証や社会実装を進めることで現状改善

につながることが期待されます。

▲図1　暖房試算APIの計算精度（畔栁ら、2025）

▲図 2　葉面積推定用の画像を取得するためのスマート
フォン配置イメージ（青はスマートフォンの位置、黒線はその位
置における法線方向を表します）

畔栁武司、伊吹竜太、高橋正明（2025）
メッシュ農業気象データを利用した温室
の期間暖房負荷試算ツールの予備検証

（農研機構研究報告 ,23:67-75）▶

https://www.jstage.jst.go.jp/article/naroj/2025/23/2025_67/_html/-char/ja
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木本 遥己
中山間放牧研究領域 
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日本草地学会
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ロボット収穫の効率を最大化す
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園芸用トンネルの換気部材 米田 有希（野花研）、川嶋 浩樹（本部） 特許第 7848996 号 令和 8年 4月 13 日

ポンプ運転条件推定装置、ポンプ設置場所推定装置、

推定方法、推定プログラム、ポンプユニット、及び、

圃場の地下水位制御システム

清水 裕太、菊地 麗 特許第 7857007 号 令和 8年 4月 28 日
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暖房試算 API のユーザー入出力画面生成プログラム 畔栁 武司 機構 -M48 令和 8年 1月 14 日
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